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(57)【要約】
【課題】コイル導体の導体端部の接合を容易にすること
ができ、コイルエンド部を小型化することができるステ
ータを提供すること。
【解決手段】ステータ１は、ステータコア２に分布巻き
状態で３相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗを配設してなる。
Ｕ相のコイル３Ｕにおける第１コイル導体４１Ａと第２
コイル導体４１Ｂとの径方向Ｒの間には、他の２相であ
るＶ相及びＷ相のコイル３Ｖ、３Ｗにおけるターンを構
成するコイル導体４１Ｅが配置してある。Ｕ相のコイル
３Ｕにおける第１コイル導体４１Ａの導体端部４１２は
、他の２相であるＶ相及びＷ相のコイル３Ｖ、３Ｗにお
けるコイルエンド導体部３２同士の間に形成されたスペ
ースＳ１を通って、Ｕ相のコイル３Ｕにおける第２コイ
ル導体４１Ｂの導体端部４１１と接合してある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステータコアの軸方向に沿って形成した複数のスロットに、分布巻き状態でＵ相、Ｖ相
及びＷ相の３相のコイルを配設してなるステータにおいて、
　上記３相のコイルは、それぞれ上記ステータコアの周方向に巡回するコイル導体を上記
ステータコアの径方向に重ねて配置してなり、
　いずれかの相のコイルは、第１ターンを構成する第１コイル導体と、該第１コイル導体
の径方向に位置して第２ターンを構成する第２コイル導体とを有しており、
　上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体と上記第２コイル導体との上記
径方向の間には、他の２相のコイルにおけるターンを構成するコイル導体が配置してあり
、
　上記他の２相のコイルにおける上記コイル導体は、上記ステータコアの軸方向端面の外
方に位置するコイルエンド導体部が上記周方向に並んで配置してあり、
　上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体の導体端部は、上記他の２相の
コイルにおける上記コイルエンド導体部同士の間に形成されたスペースを通って、上記い
ずれかの相のコイルにおける上記第２コイル導体の導体端部と接合してあることを特徴と
するステータ。
【請求項２】
　請求項１において、上記各相のコイル導体は、角線導体から構成してあり、
　上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体の導体端部は、上記スペースを
通って上記角線導体の略一本分の幅だけ上記径方向にオフセットすると共に、上記軸方向
に２本重なって配置された上記他の２相のコイルにおける上記コイル導体に対して上記軸
方向の外側にオフセットした状態で、上記いずれかの相のコイルにおける上記第２コイル
導体の導体端部と接合してあることを特徴とするステータ。
【請求項３】
　請求項２において、上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体と上記第２
コイル導体とは、同じ第１の上記スロットの上記径方向に並べて配置してあり、該第１の
スロットの上記周方向に隣接する第２の上記スロットには、第３ターンを構成する第３コ
イル導体が配置してあり、
　上記ステータコアの軸方向端面の外方において、上記第１コイル導体の上記コイルエン
ド導体部と上記第３コイル導体の上記コイルエンド導体部とは上記軸方向に重ねて配置し
てあり、
　上記第３コイル導体の上記コイルエンド導体部は、上記スペースが形成された上記周方
向の位置に対応して上記軸方向の外側へ突出する頂点部を有する山形状に形成してあり、
　上記第１コイル導体の導体端部は、上記第３コイル導体の上記山形状の一方の斜面部に
対する上記軸方向の内側の位置で上記軸方向に重ねて配置されると共に、該軸方向に重な
る状態から、上記スペースを通って上記角線導体の略一本分の幅だけ上記径方向にオフセ
ットしていることを特徴とするステータ。
【請求項４】
　請求項３において、上記第２のスロットには、上記第３コイル導体の上記径方向に並べ
て、第４ターンを構成する第４コイル導体が配置してあり、
　上記ステータコアの軸方向端面の外方において、上記第２コイル導体の上記コイルエン
ド導体部と上記第４コイル導体の上記コイルエンド導体部とは上記軸方向に重ねて配置し
てあり、
　上記第２コイル導体の導体端部は、上記第４コイル導体のコイルエンド導体部に対して
上記軸方向の外側にオフセットしていることを特徴するステータ。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか一項において、上記第１コイル導体は、該第１コイル導体を構
成する上記角線導体の略四角形状における面方向に沿って屈曲してあることを特徴とする
ステータ。
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【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項において、上記各相のコイルは、上記周方向に隣接する２
つのスロットに同相のコイルが配設されるように、上記周方向に二巡する波巻形状のコイ
ル導体を上記径方向に複数重ねて配置してなることを特徴とするステータ。
【請求項７】
　請求項４において、上記各相のコイル導体は、上記スロット内に配置するスロット導体
部と、上記ステータコアの軸方向端面の外方に配置するコイルエンド導体部とを連結する
と共に、上記スロット導体部の軸方向一方側と他方側とに交互に上記コイルエンド導体部
を複数回連結して上記二巡波巻形状にそれぞれ形成してあり、
　上記ステータコアの軸方向一方側に位置するＶ相の上記コイルエンド導体部は、その周
方向の中心部分において屈曲して、周方向一方側に位置すると共に径方向外周側に位置す
るＶ相外周側導体部分と、周方向他方側に位置すると共に径方向内周側に位置するＶ相内
周側導体部分とを有する形状に形成してあり、
　上記ステータコアの軸方向一方側に位置するＵ相の上記コイルエンド導体部は、その周
方向一方側導体部分を、上記Ｖ相内周側導体部分の外周側に重ねると共に、その周方向他
方側導体部分を、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向他方側に隣接するＷ相の上記コイルエ
ンド導体部の周方向一方側導体部分の外周側に重ねて配置してあり、
　上記ステータコアの軸方向一方側に位置するＷ相の上記コイルエンド導体部は、その周
方向他方側導体部分を、上記Ｖ相外周側導体部分の内周側に重ねると共に、その周方向一
方側導体部分を、上記Ｖ相外周側導体部分の周方向一方側に隣接するＵ相の上記コイルエ
ンド導体部の周方向他方側導体部分の内周側に重ねて配置してあり、
　上記第１コイル導体、上記第２コイル導体、上記第３コイル導体及び上記第４コイル導
体を構成するコイルは、Ｕ相とＷ相のコイルであり、
　上記Ｕ相の少なくともいずれかの二巡波巻形状のコイル導体のコイルエンド導体部にお
いては、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向他方側の端部と、該周方向他方側の端部に隣接
するＷ相の上記コイルエンド導体部の周方向一方側導体部分の端部との間のスペースにお
いて、上記第１コイル導体を屈曲させて上記第２コイル導体側にオフセットしており、
　上記Ｗ相の少なくともいずれかの二巡波巻形状のコイル導体のコイルエンド導体部にお
いては、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向一方側の端部と、該周方向一方側の端部に隣接
するＵ相の上記コイルエンド導体部の周方向他方側導体部分の端部との間のスペースにお
いて、上記第１コイル導体を屈曲させて上記第２コイル導体側にオフセットしていること
を特徴とするステータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ステータコアにおける複数のスロットに、分布巻き状態でＵ相、Ｖ相及びＷ
相の３相のコイル導体を配設してなるステータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転電機に用いるステータにおいては、組付性、導体のスロット内における占有率等の
向上を図るために、略四角形状の断面を有する角線導体を使用し、波巻形状に形成したＵ
相、Ｖ相及びＷ相の３相のコイル導体をそれぞれステータコアのスロット内に分布巻き状
態で配置することが行われている。
　例えば、特許文献１の交流回転電機においては、固定子鉄心（ステータ）を２周以上周
回するベルト状の巻線帯と、同相端部同士を接続する複数本の渡り導体部と、巻線帯の導
体線に対して別体に形成されて巻線帯の端部に接合されるかあるいは巻線帯の導体線の一
部により構成される同階層渡り部とを有するステータコイルを用いている。また、巻線帯
は、それぞれ所定の電気角離れたスロットに順次収容されるとともに並列に配列された複
数本の導体線により構成されている。
【０００３】
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　また、上記従来のステータにおいては、同相のコイル導体（巻線帯）の端部を接合する
際には、別途準備した渡線導体を用いて接合している。コイル導体を、ステータコアを巡
回する必要な巡回数連なった波巻形状に成形するよりも、渡線導体で接合した方が製造が
容易であると考えられていたためである。
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１１３５３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、渡線導体を別途用いると、部品点数が増加してしまう。さらに、渡線導
体を接合する部分が多くなり、この接合に要する手間を減少させるためには十分でない。
　また、渡線導体を用いてコイル導体の接合を行うと、コイル導体及び渡線導体によって
ステータコアの軸方向端面から突出して形成されたコイルエンド部が大きくなり、このコ
イルエンド部の小型化を図るためには十分ではない。
【０００６】
　本発明は、かかる従来の問題点に鑑みてなされたもので、コイル導体の導体端部の接合
を容易にすることができ、コイルエンド部を小型化することができるステータを提供しよ
うとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ステータコアの軸方向に沿って形成した複数のスロットに、分布巻き状態で
Ｕ相、Ｖ相及びＷ相の３相のコイルを配設してなるステータにおいて、
　上記３相のコイルは、それぞれ上記ステータコアの周方向に巡回するコイル導体を上記
ステータコアの径方向に重ねて配置してなり、
　いずれかの相のコイルは、第１ターンを構成する第１コイル導体と、該第１コイル導体
の径方向に位置して第２ターンを構成する第２コイル導体とを有しており、
　上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体と上記第２コイル導体との上記
径方向の間には、他の２相のコイルにおけるターンを構成するコイル導体が配置してあり
、
　上記他の２相のコイルにおける上記コイル導体は、上記ステータコアの軸方向端面の外
方に位置するコイルエンド導体部が上記周方向に並んで配置してあり、
　上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体の導体端部は、上記他の２相の
コイルにおける上記コイルエンド導体部同士の間に形成されたスペースを通って、上記い
ずれかの相のコイルにおける上記第２コイル導体の導体端部と接合してあることを特徴と
するステータにある（請求項１）。
【０００８】
　本発明のステータは、分布巻き状態のＵ相、Ｖ相及びＷ相の３相のコイルを有しており
、複数のターンのコイル導体（ステータコアの周方向を複数回巡回するコイル導体）を接
合する際の工夫を行っている。
　具体的には、分布巻き状態のステータにおいては、いずれかの相のコイルにおいて径方
向に並ぶ各ターンを構成するコイル導体同士の間には、他の２相のコイルにおけるコイル
導体が配置されている。そして、ステータコアの径方向に重ねて配置されたいずれかの相
のコイルにおけるコイル導体同士は、他の２相のコイルにおけるコイルエンド導体部同士
の間に形成されたスペースを通って接合してある。
　なお、本発明では、ステータにおいて、第１ターンを構成するコイル導体を第１コイル
導体、第２ターンを構成するコイル導体を第２コイル導体としている。
【０００９】
　そのため、本発明のステータにおいては、渡線導体等を別途用いる必要がなく、部品点
数を減少させることができる。また、渡線導体等を用いる場合には、渡線導体等の両端部
においてコイル導体の導体端部と接合する必要があった。これに対し、本発明のようにコ
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イル導体同士を直接接合することにより、接合箇所を略半減させることができる。これに
より、ステータの生産性を向上させることができる。
　また、３相のコイルの一部がステータコアの軸方向端面から突出してなるコイルエンド
部においては、いずれかの相のコイルにおけるコイル導体同士を接合する導体端部が、軸
方向の外側に突出する量を小さくすることができる。また、渡線導体等を別途用いないこ
とにより、上記導体端部の軸方向の外側への突出量をさらに小さくすることができる。
　これにより、ステータにおけるコイルエンド部を軸方向に小型化することができる。
【００１０】
　それ故、本発明のステータによれば、コイル導体の導体端部の接合を容易にすることが
でき、コイルエンド部を小型化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　上述した本発明における好ましい実施の形態につき説明する。
　本発明において、上記ステータは、回転電機としてのモータ、ジェネレータ、モータジ
ェネレータに用いるものとすることができる。
　また、上記３相のコイル導体を構成する角線導体は、それぞれ断面略四角形状を有する
平角線、又は断面扁平形状を有する平角線等の電線とすることができる。また、角線導体
は、銅等からなる導体部の全周に、絶縁樹脂等からなる絶縁被膜を形成した電線から構成
することができる。
【００１２】
　また、上記各相のコイル導体は、角線導体から構成してあり、上記いずれかの相のコイ
ルにおける上記第１コイル導体の導体端部は、上記スペースを通って上記角線導体の略一
本分の幅だけ上記径方向にオフセットすると共に、上記軸方向に２本重なって配置された
上記他の２相のコイルにおける上記コイル導体に対して上記軸方向の外側にオフセットし
た状態で、上記いずれかの相のコイルにおける上記第２コイル導体の導体端部と接合して
あることが好ましい（請求項２）。
　この場合には、いずれかの相のコイルにおける第１コイル導体の導体端部を、必要な量
だけ径方向及び軸方向にオフセットして、同相の第２コイル導体の導体端部と接合するこ
とができる。これにより、ステータにおけるコイルエンド部を、径方向及び軸方向にさら
に小型化することができる。
　なお、上記径方向にオフセットする角線導体の略一本分の幅とは、角線導体の径方向に
おける略一本分の幅のことを意味する。
【００１３】
　また、上記いずれかの相のコイルにおける上記第１コイル導体と上記第２コイル導体と
は、同じ第１の上記スロットの上記径方向に並べて配置してあり、該第１のスロットの上
記周方向に隣接する第２の上記スロットには、第３ターンを構成する第３コイル導体が配
置してあり、上記ステータコアの軸方向端面の外方において、上記第１コイル導体の上記
コイルエンド導体部と上記第３コイル導体の上記コイルエンド導体部とは上記軸方向に重
ねて配置してあり、上記第３コイル導体の上記コイルエンド導体部は、上記スペースが形
成された上記周方向の位置に対応して上記軸方向の外側へ突出する頂点部を有する山形状
に形成してあり、上記第１コイル導体の導体端部は、上記第３コイル導体の上記山形状の
一方の斜面部に対する上記軸方向の内側の位置で上記軸方向に重ねて配置されると共に、
該軸方向に重なる状態から、上記スペースを通って上記角線導体の略一本分の幅だけ上記
径方向にオフセットしていることが好ましい（請求項３）。
【００１４】
　この場合には、いずれかの相のコイルにおいて、第１コイル導体のコイルエンド導体部
と第３コイル導体のコイルエンド導体部とが軸方向に重ねて配置されるときに、第１コイ
ル導体の導体端部を、第３コイル導体のコイルエンド導体部との干渉を避けて、容易に第
２コイル導体の導体端部と接合することができる。これにより、ステータにおけるコイル
エンド部を、径方向及び軸方向にさらに小型化することができる。
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　なお、上記径方向にオフセットする角線導体の略一本分の幅とは、角線導体の径方向に
おける略一本分の幅のことを意味する。
【００１５】
　また、上記第２のスロットには、上記第３コイル導体の上記径方向に並べて、第４ター
ンを構成する第４コイル導体が配置してあり、上記ステータコアの軸方向端面の外方にお
いて、上記第２コイル導体の上記コイルエンド導体部と上記第４コイル導体の上記コイル
エンド導体部とは上記軸方向に重ねて配置してあり、上記第２コイル導体の導体端部は、
上記第４コイル導体のコイルエンド導体部に対して上記軸方向の外側にオフセットしてい
ることが好ましい（請求項４）。
　この場合には、第１コイル導体のコイルエンド導体部及び第３コイル導体のコイルエン
ド導体部を整列して配置することができると共に、第２コイル導体のコイルエンド導体部
及び第４コイル導体のコイルエンド導体部も整列して配列することができる。これにより
、ステータにおけるコイルエンド部をさらに小型化することができる。
【００１６】
　また、上記第１コイル導体は、該第１コイル導体を構成する上記角線導体の略四角形状
における面方向に沿って屈曲してあることが好ましい（請求項５）。
　この場合には、コイル導体を構成する角線導体を捻っていないため、角線導体の表面に
設けられた絶縁被膜が破壊され難くすることができる。
【００１７】
　また、上記各相のコイルは、上記周方向に隣接する２つのスロットに同相のコイルが配
置されるように、上記周方向に二巡する波巻形状のコイル導体を上記径方向に複数重ねて
配置してなることが好ましい（請求項６）。
　この場合には、波巻形状のコイル導体を用いることにより、上記コイル導体の導体端部
の接合の容易化、及びコイルエンド部の小型化による効果を顕著に得ることができる。
【００１８】
　また、上記各相のコイル導体は、上記スロット内に配置するスロット導体部と、上記ス
テータコアの軸方向端面の外方に配置するコイルエンド導体部とを連結すると共に、上記
スロット導体部の軸方向一方側と他方側とに交互に上記コイルエンド導体部を複数回連結
して上記二巡波巻形状にそれぞれ形成してあり、上記ステータコアの軸方向一方側に位置
するＶ相の上記コイルエンド導体部は、その周方向の中心部分において屈曲して、周方向
一方側に位置すると共に径方向外周側に位置するＶ相外周側導体部分と、周方向他方側に
位置すると共に径方向内周側に位置するＶ相内周側導体部分とを有する形状に形成してあ
り、上記ステータコアの軸方向一方側に位置するＵ相の上記コイルエンド導体部は、その
周方向一方側導体部分を、上記Ｖ相内周側導体部分の外周側に重ねると共に、その周方向
他方側導体部分を、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向他方側に隣接するＷ相の上記コイル
エンド導体部の周方向一方側導体部分の外周側に重ねて配置してあり、上記ステータコア
の軸方向一方側に位置するＷ相の上記コイルエンド導体部は、その周方向他方側導体部分
を、上記Ｖ相外周側導体部分の内周側に重ねると共に、その周方向一方側導体部分を、上
記Ｖ相外周側導体部分の周方向一方側に隣接するＵ相の上記コイルエンド導体部の周方向
他方側導体部分の内周側に重ねて配置してあり、上記第１コイル導体、上記第２コイル導
体、上記第３コイル導体及び上記第４コイル導体を構成するコイルは、Ｕ相とＷ相のコイ
ルであり、上記Ｕ相の少なくともいずれかの二巡波巻形状のコイル導体のコイルエンド導
体部においては、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向他方側の端部と、該周方向他方側の端
部に隣接するＷ相の上記コイルエンド導体部の周方向一方側導体部分の端部との間のスペ
ースにおいて、上記第１コイル導体を屈曲させて上記第２コイル導体側にオフセットして
おり、上記Ｗ相の少なくともいずれかの二巡波巻形状のコイル導体のコイルエンド導体部
においては、上記Ｖ相内周側導体部分の周方向一方側の端部と、該周方向一方側の端部に
隣接するＵ相の上記コイルエンド導体部の周方向他方側導体部分の端部との間のスペース
において、上記第１コイル導体を屈曲させて上記第２コイル導体側にオフセットしている
ことが好ましい（請求項７）。
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　この場合には、コイルエンド導体部が略二本分の径方向の幅の範囲内で、３相のコイル
導体を交互に配置することができ、３相のコイルエンド導体部から形成したコイルエンド
部を径方向に小型化することができる。
【００１９】
　なお、Ｖ相の二巡波巻形状のコイル導体におけるコイルエンド導体部については、Ｖ相
外周側導体部分とＶ相内周側導体部分とが、コイルエンド導体部の略一本分の径方向の幅
の間隔だけ径方向にオフセットして形成されている。そのため、Ｖ相のコイルにおいては
、第１コイル導体をオフセットする構成にしなくても、少ない接合箇所で導体端部同士を
接合することができる。
【実施例】
【００２０】
　以下に、本発明のステータにかかる実施例につき、図面を参照して説明する。
　本例のステータ１は、図１～図５に示すごとく、ステータコア２の軸方向Ｌに沿って形
成した複数のスロット２１に、分布巻き状態でＵ相、Ｖ相及びＷ相の３相のコイル３Ｕ、
３Ｖ、３Ｗを配設してなる。
　３相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗは、それぞれステータコア２の周方向Ｃに巡回するコイ
ル導体４１をステータコア２の径方向Ｒに重ねて配置してなる。
【００２１】
　図８、図１２、図１３に示すごとく、本例のＵ相のコイル３Ｕは、第１ターンを構成す
る第１コイル導体４１Ａと、第１コイル導体４１Ａの径方向Ｒに位置して第２ターンを構
成する第２コイル導体４１Ｂとを有している。Ｕ相のコイル３Ｕにおける第１コイル導体
４１Ａと第２コイル導体４１Ｂとの径方向Ｒの間には、他の２相であるＶ相及びＷ相のコ
イル３Ｖ、３Ｗにおけるターンを構成するコイル導体４１Ｅが配置してある。
　他の２相であるＶ相及びＷ相のコイル３Ｖ、３Ｗにおけるコイル導体４１Ｅは、ステー
タコア２の軸方向端面２０１の外方に位置するコイルエンド導体部３２が周方向Ｃに並ん
で配置してある。Ｕ相のコイル３Ｕにおける第１コイル導体４１Ａの導体端部（オフセッ
ト用導体端部）４１２は、他の２相であるＶ相及びＷ相のコイル３Ｖ、３Ｗにおけるコイ
ルエンド導体部３２同士の間に形成されたスペースＳ１を通って、Ｕ相のコイル３Ｕにお
ける第２コイル導体４１Ｂの導体端部（接合用導体端部）４１１と接合してある。
【００２２】
　ここで、図１２は、第１コイル導体４１Ａのオフセット用導体端部４１２がスペースＳ
１を通って第２コイル導体４１Ｂが位置する周方向外周側Ｒ１へオフセットする状態を、
ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１から見た状態で模式的に示す図である。図１３は、第
１コイル導体４１Ａのオフセット用導体端部４１２がスペースＳ１を通って第２コイル導
体４１Ｂが位置する周方向外周側Ｒ１へオフセットする状態を、ステータコア２の径方向
内周側Ｒ２から見た状態で模式的に示す図である。また同図においては、下側に最内周側
の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃの配置位置を示し、上側に中間位置の二巡波巻形状の
コイル導体組４Ｂの配置位置を示す。
【００２３】
　また、本例のＷ相のコイル３Ｗも、第１ターンを構成する第１コイル導体４１Ａと、第
１コイル導体４１Ａの径方向Ｒに位置して第２ターンを構成する第２コイル導体４１Ｂと
を有している。Ｗ相のコイル３Ｗにおける第１コイル導体４１Ａと第２コイル導体４１Ｂ
との径方向Ｒの間には、他の２相であるＵ相及びＶ相のコイル３Ｕ、３Ｖにおけるターン
を構成するコイル導体４１Ｅが配置してある。
　他の２相であるＵ相及びＶ相のコイル３Ｕ、３Ｖにおける第１コイル導体４１Ａは、ス
テータコア２の軸方向端面２０１の外方に位置するコイルエンド導体部３２が周方向Ｃに
並んで配置してある。Ｗ相のコイル３Ｗにおける第１コイル導体４１Ａの導体端部（オフ
セット用導体端部）４１２は、他の２相であるＵ相及びＶ相のコイル３Ｕ、３Ｖにおける
コイルエンド導体部３２同士の間に形成されたスペースＳ２を通って、Ｗ相のコイル３Ｗ
における第２コイル導体４１Ｂの導体端部（接合用導体端部）４１１と接合してある。
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【００２４】
　以下に、本例のステータ１につき、図１～図１８を参照して詳説する。
　本例のステータ１は、ハイブリッドカー又は電気自動車等の３相交流モータに用いるも
のである。
　図６に示すごとく、本例の３相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗの各コイル導体４１を構成す
る角線導体３０１は、それぞれ断面略四角形状を有する平角線（電線）からなる。また、
角線導体３０１は、銅からなる導体部の全周に、絶縁樹脂からなる絶縁被膜を形成した電
線からなる。
【００２５】
　各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗは、図６、図７に示すごとく、１本の角線導体３０１を
連続して波巻形状に屈曲成形することにより、ステータコア２の周方向Ｃを一巡する一方
のコイル導体４１（第１コイル導体４１Ａ又は第３コイル導体４１Ｃを構成する。）と、
ステータコア２の周方向Ｃをさらに一巡する他方のコイル導体４１（第２コイル導体４１
Ｂ又は第４コイル導体４１Ｄを構成する。）とを有する二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕ
、４Ｖ、４Ｗを連結してそれぞれ構成してある。
【００２６】
　各相のコイル導体組４Ｕ、４Ｖ、４Ｗは、スロット２１内に配置するスロット導体部３
１と、ステータコア２の軸方向端面２０１の外方に配置するコイルエンド導体部３２とを
連結すると共に、スロット導体部３１の軸方向一方側Ｌ１と軸方向他方側Ｌ２とに交互に
コイルエンド導体部３２を複数回連結して二巡波巻形状にそれぞれ形成してある。コイル
エンド導体部３２は、ステータコア２の周方向Ｃに沿って配置する部分と、スロット導体
部３１から連続してステータコア２の軸方向端面２０１から立ち上がる部分とから形成し
てある。
【００２７】
　図４に示すごとく、ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１に位置するＶ相のコイルエンド
導体部３２Ｖである一方側コイルエンド導体部３２Ｖは、その周方向Ｃの中心部分におい
て角線導体３０１の面方向に沿って屈曲して、周方向一方側Ｃ１に位置すると共に径方向
外周側Ｒ１に位置するＶ相外周側導体部分３２１Ｖと、周方向他方側Ｃ２に位置すると共
に径方向内周側Ｒ２に位置するＶ相内周側導体部分３２２Ｖとを有する形状に形成してあ
る。
【００２８】
　ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１に位置するＵ相のコイルエンド導体部３２Ｕである
一方側コイルエンド導体部３２Ｕは、その周方向一方側導体部分３２１Ｕを、Ｖ相内周側
導体部分３２２Ｖの外周側Ｒ１に重ねると共に、その周方向他方側導体部分３２２Ｕを、
Ｖ相内周側導体部分３２２Ｖの周方向他方側Ｃ２に隣接するＷ相のコイルエンド導体部３
２Ｗの周方向一方側導体部分３２１Ｗの外周側Ｒ１に重ねて配置してある。
　ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１に位置するＷ相のコイルエンド導体部３２Ｗである
一方側コイルエンド導体部３２Ｗは、その周方向他方側導体部分３２２Ｗを、Ｖ相外周側
導体部分３２１Ｖの内周側Ｒ２に重ねると共に、その周方向一方側導体部分３２１Ｗを、
Ｖ相外周側導体部分３２１Ｖの周方向一方側Ｃ１に隣接するＵ相のコイルエンド導体部３
２Ｕの周方向他方側導体部分３２２Ｕの内周側Ｒ２に重ねて配置してある。
【００２９】
　図１、図３、図１２に示すごとく、Ｕ相のいくつかの二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕ
の一方側コイルエンド導体部３２Ｕにおいては、第１コイル導体４１Ａの導体端部（オフ
セット用導体端部という。）４１２を、第３コイル導体４１Ｃのコイルエンド導体部３２
の一つである交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して、径方向外周側Ｒ１に交錯して配
置して、当該二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕの径方向外周側Ｒ１に重ねて配置した他の
同相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕにおける第２コイル導体４１Ｂの接合用導体端部
４１１と直接接合している。この各コイル導体４１Ａ、４１Ｂの導体端部４１１、４１２
の直接接合は、Ｖ相内周側導体部分３２２Ｖの周方向他方側Ｃ２の端部３２６Ｖと、周方
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向他方側Ｃ２の端部に隣接するＷ相のコイルエンド導体部３２Ｗの周方向一方側導体部分
３２１Ｗの端部３２５Ｗとの間のスペースＳ１において、第１コイル導体４１Ａを径方向
外周側Ｒ１に屈曲させて第２コイル導体４１Ｂ側にオフセットさせて行っている。
【００３０】
　図１３に示すごとく、Ｕ相のコイル３Ｕにおける第１コイル導体４１Ａの導体端部４１
２は、スペースＳ１を通って角線導体３０１の略一本分の幅だけ径方向Ｒにオフセットす
ると共に、軸方向Ｌに２本重なって配置された他の２相であるＶ相及びＷ相のコイル３Ｖ
、３Ｗにおけるコイル導体４１Ｅに対して軸方向Ｌの外側にオフセットした状態で、Ｕ相
のコイル３Ｕにおける第２コイル導体４１Ｂの導体端部４１１と接合してある。
【００３１】
　また、図１４は、図３の一部を拡大して示す図であり、第１コイル導体４１Ａのオフセ
ット用導体端部４１２がスペースＳ１を通って第２コイル導体４１Ｂが位置する周方向外
周側Ｒ１へオフセットする状態を拡大して、ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１から見た
状態で示す図である。図１５は、図１４におけるＡ－Ａ線矢視断面を示す図であり、図１
６は、図１４におけるＢ－Ｂ線矢視断面を示す図である。
【００３２】
　また、図１、図３に示すごとく、Ｗ相のいくつかの二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗの
一方側コイルエンド導体部３２Ｗにおいては、第１コイル導体４１Ａの導体端部（オフセ
ット用導体端部という。）４１２を、第３コイル導体４１Ｃのコイルエンド導体部３２の
一つである交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して、径方向外周側Ｒ１に交錯して配置
して、当該二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕの径方向外周側Ｒ１に重ねて配置した他の同
相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗにおける第２コイル導体４１Ｂの接合用導体端部４
１１と直接接合している。この各コイル導体４１Ａ、４１Ｂの導体端部４１１、４１２の
直接接合は、Ｖ相内周側導体部分３２２Ｖの周方向一方側Ｃ１の端部３２５Ｖと、周方向
一方側Ｃ１の端部に隣接するＵ相のコイルエンド導体部３２Ｕの周方向他方側導体部分３
２２Ｕの端部３２６Ｕとの間のスペースＳ２において、第１コイル導体４１Ａを径方向外
周側Ｒ１に屈曲させて第２コイル導体４１Ｂ側にオフセットさせて行っている。
【００３３】
　Ｗ相のコイル３Ｗにおける第１コイル導体４１Ａの導体端部４１２は、スペースＳ２を
通って角線導体３０１の略一本分の幅だけ径方向Ｒにオフセットすると共に、軸方向Ｌに
２本重なって配置された他の２相であるＵ相及びＶ相のコイル３Ｕ、３Ｖにおけるコイル
導体４１Ｅに対して軸方向Ｌの外側にオフセットした状態で、Ｗ相のコイル３Ｗにおける
第２コイル導体４１Ｂの導体端部４１１と接合してある。
【００３４】
　図３、図４に示すごとく、ステータコア２における複数のスロット２１は、Ｕ相のコイ
ル３Ｕにおけるスロット導体部３１Ｕを配置したＵ相のスロット２１Ｕと、Ｖ相のコイル
３Ｖにおけるスロット導体部３１Ｖを配置したＶ相のスロット２１Ｖと、Ｗ相のコイル３
Ｗにおけるスロット導体部３１Ｗを配置したＷ相のスロット２１Ｗとが、２つずつステー
タコア２の周方向Ｃに隣接して設けてある。
　図９に示すごとく、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗのスロット導体部３１をスロット２
１内に配置する前には、各スロット２１内にスロット用絶縁紙５１を配置しておくことが
できる。
【００３５】
　図６、図７に示すごとく、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗの各コイル導体４１において
は、コイルエンド導体部３２は、ステータコア２の軸方向一方側Ｌ１及び他方側Ｌ２にお
いて、それぞれ４つ形成されている。また、各コイル導体４１において、スロット導体部
３１は、それぞれ８つ形成されている。
【００３６】
　図１、図６に示すごとく、各相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕ、４Ｖ、４Ｗは、第
１コイル導体４１Ａのスロット導体部３１と第２コイル導体４１Ｂのスロット導体部３１
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とが、同相のスロット２１内に配置され、第３コイル導体４１Ｃのスロット導体部３１と
第４コイル導体４１Ｄのスロット導体部３１とが、上記スロットに隣接する同相のスロッ
ト２１内にそれぞれ配置してある。
【００３７】
　Ｖ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｖは、すべてのコイルエンド導体部３２Ｖが、ス
テータコア２の軸方向Ｌに重なって配置してある。Ｕ相及びＷ相の二巡波巻形状のコイル
導体組４Ｕ、４Ｗは、オフセット用導体端部４１２を構成するコイルエンド導体部３２Ｖ
と交錯用コイルエンド導体部３２Ａとを除く、残りのコイルエンド導体部３２Ｕ、３２Ｗ
が、ステータコア２の軸方向Ｌに重なって配置してある。
　なお、Ｕ相及びＷ相のコイル３Ｕ、３Ｗにおいて、交錯用コイルエンド導体部３２Ａは
、ステータコア２における軸方向一方側Ｌ１において形成されており、ステータコア２に
おける軸方向他方側Ｌ２においては形成されていない。
【００３８】
　図６、図７に示すごとく、本例のステータ１においては、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３
Ｗは、二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕ、４Ｖ、４Ｗを３つ連結して形成してあり、合計
６ターン（６つのターン構成部）を有している。各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗのコイル
導体４１の導体端部４１１、４１２同士の接合は、溶接等の種々の方法によって行うこと
ができる。
　図１０に示すごとく、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗにおいて、ステータコア２の最も
外周側Ｒ１に配置される１ターン目（１Ｔ）と２ターン目（２Ｔ）を形成する最外周側の
二巡波巻形状のコイル導体組４Ａは、上記交錯用コイルエンド導体部３２Ａを有しておら
ず、２ターン目（２Ｔ）を構成するコイル導体４１の接合用導体端部４１１は、他のコイ
ルエンド導体部３２よりも軸方向Ｌの外側に、コイルエンド導体部３２の略一本分の軸方
向Ｌの幅の間隔だけオフセットした軸方向Ｌの外側位置に配置してある（図１、図２参照
）。
【００３９】
　図６、図１１に示すごとく、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗにおいて、最外周側の二巡
波巻形状のコイル導体組４Ａの内周側Ｒ２に配置される３ターン目（３Ｔ）と４ターン目
（４Ｔ）を形成する中間位置の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｂは、一方のコイル導体４
１の４つ（周方向Ｃの４箇所）の一方側コイルエンド導体部３２のうちの１つが上記交錯
用コイルエンド導体部３２Ａとして形成されている。
　そして、図７、図８に示すごとく、中間位置の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｂにおい
て３ターン目（３Ｔ）を構成するコイル導体４１のオフセット用導体端部４１２は、４タ
ーン目（４Ｔ）を構成するコイル導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａと交錯して
配置され、最外周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ａにおいて２ターン目（２Ｔ）を構
成するコイル導体４１の接合用導体端部４１１と接合されている。
【００４０】
　また、図７、図８に示すごとく、各相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗにおいて、中間位置の
二巡波巻形状のコイル導体組４Ｂの内周側Ｒ２に配置される５ターン目（５Ｔ）と６ター
ン目（６Ｔ）を形成する最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃは、一方のコイル導
体４１の４つ（周方向Ｃの４箇所）の一方側コイルエンド導体部３２のうちの１つが上記
交錯用コイルエンド導体部３２Ａとして形成されている。
　そして、最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃにおいて５ターン目（５Ｔ）を構
成するコイル導体４１のオフセット用導体端部４１２は、６ターン目（６Ｔ）を構成する
コイル導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａと交錯して配置され、中間位置の二巡
波巻形状のコイル導体組４Ｂにおいて４ターン目（４Ｔ）を構成するコイル導体４１の接
合用導体端部４１１と接合されている（図２参照）。
【００４１】
　図１、図２、図１３に示すごとく、Ｕ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕにおけるコ
イル導体４１のオフセット用導体端部４１２と、当該二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕの
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径方向Ｒに重ねて配置した他の同相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕにおける一方のコ
イル導体４１の接合用導体端部４１１とは、Ｖ相のコイル導体４Ｖにおけるコイルエンド
導体部３２Ｖよりも、コイルエンド導体部３２の略一本分の軸方向Ｌの幅の間隔だけオフ
セットした軸方向Ｌの外側位置において直接接合してある。
　また、Ｗ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗにおけるコイル導体４１のオフセット用
導体端部４１２と、当該二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗの径方向Ｒに重ねて配置した他
の同相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗにおけるコイル導体４１の接合用導体端部４１
１とは、Ｖ相のコイル導体４Ｖにおけるコイルエンド導体部３２Ｖよりも、コイルエンド
導体部３２の略一本分の軸方向Ｌの幅の間隔だけオフセットした軸方向Ｌの外側位置にお
いて直接接合してある。
【００４２】
　図６～図８、図１３に示すごとく、Ｕ相及びＷ相の３、４ターン目（３Ｔ、４Ｔ）を構
成する中間位置の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｂにおいては、４ターン目（４Ｔ）を構
成するコイル導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａは、スペースＳ１、Ｓ２に対応
してステータコア２の軸方向Ｌの外側へ突出する頂点部３２３を有する山形状に形成して
ある。そして、３ターン目（３Ｔ）を構成するコイル導体４１のオフセット用導体端部４
１２は、山形状の一方の斜面部３２４に対する軸方向Ｌの内側の位置に重ねて配置し、頂
点部３２３に対する軸方向Ｌの内側の位置において頂点部３２３に対して交錯して径方向
外周側Ｒ１に屈曲させ、径方向外周側Ｒ１へコイルエンド導体部３２の略一本分の径方向
Ｒの幅の間隔だけオフセットして周方向Ｃに沿って配置してある。
【００４３】
　図６～図８、図１３に示すごとく、Ｕ相及びＷ相の５、６ターン目（５Ｔ、６Ｔ）を構
成する最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃにおいては、６ターン目（６Ｔ）を構
成するコイル導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａは、スペースＳ１、Ｓ２に対応
してステータコア２の軸方向Ｌの外側へ突出する頂点部３２３を有する山形状に形成して
ある。そして、５ターン目（５Ｔ）を構成するコイル導体４１のオフセット用導体端部４
１２は、山形状の一方の斜面部３２４に対する軸方向Ｌの内側の位置に重ねて配置し、頂
点部３２３に対する軸方向Ｌの内側の位置において頂点部３２３に対して交錯して径方向
外周側Ｒ１に屈曲させ、径方向外周側Ｒ１へコイルエンド導体部３２の略一本分の径方向
Ｒの幅の間隔だけオフセットして周方向Ｃに沿って配置してある。
【００４４】
　図８に示すごとく、Ｕ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕにおけるコイル導体４１の
オフセット用導体端部４１２は、このオフセット用導体端部４１２を構成する角線導体３
０１の略四角形状における各面方向に沿って屈曲してある。このオフセット用導体端部４
１２は、ステータコア２の径方向Ｒ及び周方向Ｃに向けて屈曲することによって形成して
ある。また、コイルエンド導体部３２を構成する角線導体３０１は、径方向Ｒの幅（厚み
）が軸方向Ｌの幅（厚み）よりも小さくなっており、導体端部４１２は幅が薄い方に曲げ
るフラットワイズ曲げを行うことができる。
　また、Ｗ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｗにおけるコイル導体４１のオフセット用
導体端部４１２も、Ｕ相のものと同様に、オフセット用導体端部４１２を構成する角線導
体３０１の略四角形状における各面方向に沿って屈曲してある。
【００４５】
　図４に示すごとく、本例のステータコア２の軸方向一方側Ｌ１又は軸方向他方側Ｌ２に
おいて、３相のコイルエンド導体部３２Ｕ、３２Ｖ、３２Ｗを配列して形成したコイルエ
ンド部３０Ａ、３０Ｂにおいては、Ｖ相のコイルエンド導体部３２Ｖは、周方向Ｃの中心
部分において屈曲して、Ｖ相外周側導体部分３２１ＶとＶ相内周側導体部分３２２Ｖとを
有する形状に形成してある。また、Ｕ相のコイルエンド導体部３２Ｕは、その周方向一方
側導体部分３２１ＵがＶ相内周側導体部分３２２Ｖの外周側Ｒ１に重ねて配置され、その
周方向他方側導体部分３２２Ｕが、Ｗ相のコイルエンド導体部３２Ｗの周方向一方側導体
部分３２１Ｗの外周側Ｒ１に重ねて配置されている。また、Ｗ相のコイルエンド導体部３
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２Ｗは、その周方向他方側導体部分３２２ＷがＶ相外周側導体部分３２１Ｖの内周側Ｒ２
に重ねて配置され、その周方向一方側導体部分３２１Ｗが、Ｕ相のコイルエンド導体部３
２Ｕの周方向他方側導体部分３２２Ｕの内周側Ｒ２に重ねて配置されている。
　なお、本例の各図においては、軸方向一方側Ｌ１の一方側コイルエンド部を３０Ａで示
し、軸方向他方側Ｌ２の他方側コイルエンド部を３０Ｂで示す。
【００４６】
　これにより、本例のステータ１においては、コイルエンド導体部３２が略二本分の径方
向Ｒの幅の範囲内で、３相のコイル導体組４Ｕ、４Ｖ、４Ｗを交互に配置することができ
（図３、図４参照）、３相のコイルエンド導体部３２Ｕ、３２Ｖ、３２Ｗから形成したコ
イルエンド部３０Ａを径方向Ｒに小型化することができる。
【００４７】
　そして、本例においては、Ｕ相及びＷ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｕ、４Ｗにお
いては、渡線導体等の別途導体を用いることなく、他の同相の二巡波巻形状のコイル導体
組４Ｕ、４Ｗと直接接合するための工夫を行っている。すなわち、本例のＵ相及びＷ相の
中間位置の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｂにおいては、３ターン目（３Ｔ）を構成する
コイル導体４１のオフセット用導体端部４１２を、４ターン目（４Ｔ）を構成するコイル
導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して、径方向外周側Ｒ１にオフセットし
て配置している。これにより、３ターン目（３Ｔ）を構成するコイル導体４１のオフセッ
ト用導体端部４１２を、コイルエンド導体部３２の略一本分の径方向Ｒの幅の間隔だけ径
方向外周側Ｒ１にオフセットして、同相の最外周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ａに
おける２ターン目（２Ｔ）を構成するコイル導体４１の接合用導体端部４１１と直接接合
することができる。
【００４８】
　また、本例のＵ相及びＷ相の最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃにおいては、
５ターン目（５Ｔ）を構成するコイル導体４１のオフセット用導体端部４１２を、６ター
ン目（６Ｔ）を構成するコイル導体４１の交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して、径
方向外周側Ｒ１にオフセットして配置している。これにより、５ターン目（５Ｔ）を構成
するコイル導体４１のオフセット用導体端部４１２を、コイルエンド導体部３２の略一本
分の径方向Ｒの幅の間隔だけ径方向外周側Ｒ１にオフセットして、同相の中間位置の二巡
波巻形状のコイル導体組４Ｂにおける４ターン目（４Ｔ）を構成するコイル導体４１の接
合用導体端部４１１と直接接合することができる。
【００４９】
　そのため、本例のステータ１においては、渡線導体等を別途用いる必要がなく、部品点
数を減少させることができる。また、渡線導体等を用いる場合には、渡線導体等の両端部
においてコイル導体４の導体端部と接合する必要があった。これに対し、本例においては
、オフセット用導体端部４１２を接合用導体端部４１１と直接接合することにより、接合
箇所を略半減させることができる。これにより、ステータ１の生産性を向上させることが
できる。
【００５０】
　なお、Ｖ相の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｖにおけるコイルエンド導体部３２Ｖにつ
いては、Ｖ相外周側導体部分３２１ＶとＶ相内周側導体部分３２２Ｖとが、コイルエンド
導体部３２の略一本分の径方向Ｒの幅の間隔だけ径方向Ｒにオフセットして形成されてい
る。そのため、各コイル導体４１の導体端部４１２の径方向外周側Ｒ１へのオフセット配
置を行わなくても、渡線導体等を用いることなく、少ない接合箇所で導体端部４１１、４
１２同士を接合することができる。
【００５１】
　また、Ｕ相の最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃにおいて、Ｕ相のコイル３Ｕ
の第１コイル導体（５ターン目（５Ｔ）を構成するコイル導体）４１Ａのオフセット用導
体端部４１２は、Ｕ相のコイル３Ｕの第３コイル導体（６ターン目（６Ｔ）を構成するコ
イル導体）４１Ｃの交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して交錯し、Ｖ相のコイル３Ｖ
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のＶ相内周側導体部分３２２Ｖの周方向他方側Ｃ２の端部３２６Ｖと、これに隣接するＷ
相のコイル３ＷのＷ相のコイルエンド導体部３２Ｗの周方向一方側導体部分３２１Ｗの端
部３２５Ｗとの間に形成されたスペースＳ１を通って、Ｕ相のコイル３Ｕの第２コイル導
体（４ターン目（４Ｔ）を構成するコイル導体）４１Ｂの接合用導体端部４１１と接合し
てある。
【００５２】
　また、Ｗ相の最内周側の二巡波巻形状のコイル導体組４Ｃにおいて、Ｗ相のコイル３Ｗ
の第１コイル導体（５ターン目（５Ｔ）を構成するコイル導体）４１Ａのオフセット用導
体端部４１２は、Ｗ相のコイル３Ｗの第３コイル導体（６ターン目（６Ｔ）を構成するコ
イル導体）４１Ｃの交錯用コイルエンド導体部３２Ａに対して交錯し、Ｖ相のコイル３Ｖ
のＶ相内周側導体部分３２２Ｖの周方向一方側Ｃ１の端部３２５Ｖと、これに隣接するＵ
相のコイル３ＵのＵ相のコイルエンド導体部３２Ｕの周方向他方側導体部分３２２Ｕの端
部３２６Ｕとの間のスペースＳ２を通って、Ｗ相のコイル３Ｗの第２コイル導体（４ター
ン目（４Ｔ）を構成するコイル導体）４１Ｂの接合用導体端部４１１と接合してある。
【００５３】
　こうして、上記スペースＳ１、Ｓ２を通して各ターン間のコイル導体４１の接合を行う
ことにより、３相のコイル３Ｕ、３Ｖ、３Ｗの一部がステータコア２の軸方向端面２０１
から突出してなるコイルエンド部３０Ａにおいては、Ｕ相及びＷ相のコイル３Ｕ、３Ｗに
おけるコイル導体４１同士を接合する導体端部４１１、４１２が、軸方向Ｌの外側に突出
する量を小さくすることができる。また、渡線導体等を別途用いないことにより、上記導
体端部４１１、４１２の軸方向Ｌの外側への突出量をさらに小さくすることができる。
　そのため、ステータ１におけるコイルエンド部３０Ａを軸方向Ｌに小型化することがで
きる。
【００５４】
　本例のＵ相（Ｗ相）のコイル導体組４Ｕの第１コイル導体４１Ａのオフセット用導体端
部４１２と、Ｕ相（Ｗ相）の他のコイル導体組４Ｕの第２コイル導体４Ｂの接合用導体端
部４１１との接合は、各導体端部４１２、４１１が周方向Ｃに沿って配置された状態で、
径方向Ｒに対面させて行うことができる。これにより、コイルエンド導体部３２がステー
タコア２の軸方向Ｌの外側へ突出する量を極力小さくすることができる。
【００５５】
　また、本例においては、溶接治具等によって導体端部４１１、４１２をチャックする際
には、このチャック部分をステータコア２の軸方向端面２０１の位置に近づけることがで
きる。なお、図１９には、従来のコイル導体９を示す。同図において、９１、９２は各タ
ーン構成部を示し、９３１、９３２はそれぞれスロット導体部及びコイルエンド導体部を
示し、９５は渡線導体を示す。同図に示すごとく、渡線導体９５を用いる場合には、ステ
ータ１におけるコイルエンド部３０Ａが軸方向Ｌに大きくなり、溶接治具等によるチャッ
ク位置もスタータコア２の軸方向端面２０１からより離れた位置になり、コイルエンド部
３０Ａの小型化が困難である。
【００５６】
　また、各導体端部４１２、４１１の接合スペースを大きくするためには、図１７に示す
ごとく、各導体端部４１２、４１１を軸方向Ｌの外側に斜めに傾斜して突出させた状態で
、径方向Ｒに対面させて接合することもできる。
　また、図１８に示すごとく、各導体端部４１２、４１１を径方向Ｒの外側に突出させた
状態で、周方向Ｃに対面させて接合することもできる。
【００５７】
　それ故、本例のステータ１によれば、コイル導体４の導体端部４１１、４１２の接合を
容易にすることができ、コイルエンド部３０Ａを小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】実施例における、ステータの軸方向一方側のコイルエンド部の周辺を拡大して示
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す斜視図。
【図２】実施例における、二巡波巻形状のコイル導体組を連結して形成した３相のコイル
を備えたステータを拡大して示す斜視図。
【図３】実施例における、ステータの軸方向一方側のコイルエンド部において、交錯用コ
イルエンド導体部の周辺を拡大して示す平面図。
【図４】実施例における、ステータの軸方向一方側のコイルエンド部において、通常のコ
イルエンド導体部の周辺を拡大して示す平面図。
【図５】実施例における、ステータの軸方向一方側のコイルエンド部を示す平面図。
【図６】実施例における、Ｕ相又はＷ相のコイル導体を示す斜視図。
【図７】実施例における、Ｕ相又はＷ相のコイル導体を連結して形成したＵ相又はＷ相の
コイルを示す斜視図。
【図８】実施例における、交錯用コイルエンド導体部の周辺を拡大して示す斜視図。
【図９】実施例における、ステータコアを示す斜視図。
【図１０】実施例における、ステータコアに最外周側の二巡波巻形状のコイル導体組を配
置した状態を示す斜視図。
【図１１】実施例における、ステータコアに最外周側及び中間位置の二巡波巻形状のコイ
ル導体組を配置した状態を示す斜視図。
【図１２】実施例における、第１コイル導体のオフセット用導体端部が、第２コイル導体
が位置する周方向外周側へオフセットする状態を、ステータコアの軸方向一方側から見た
状態で模式的に示す平面説明図。
【図１３】実施例における、第１コイル導体のオフセット用導体端部が、第２コイル導体
が位置する周方向外周側へオフセットする状態を、ステータコアの径方向内周側から見た
状態で模式的に示す正面説明図。
【図１４】実施例における、第１コイル導体のオフセット用導体端部が、第２コイル導体
が位置する周方向外周側へオフセットする状態を拡大して、ステータコアの軸方向一方側
から見た状態で示す平面図。
【図１５】実施例における、第１コイル導体のオフセット用導体端部の周辺を示す図で、
図１４におけるＡ－Ａ線矢視断面図。
【図１６】実施例における、第１コイル導体のオフセット用導体端部の周辺を示す図で、
図１４におけるＢ－Ｂ線矢視断面図。
【図１７】実施例における、二巡波巻形状のコイル導体組を連結して形成した３相のコイ
ルを備えた他のステータを拡大して示す斜視図。
【図１８】実施例における、二巡波巻形状のコイル導体組を連結して形成した３相のコイ
ルを備えた他のステータを拡大して示す斜視図。
【図１９】従来例における、各相のコイル導体を示す斜視図。
【符号の説明】
【００５９】
　１　ステータ
　２　ステータコア
　２０１　軸方向端面
　２１　スロット
　３Ｕ、３Ｖ、３Ｗ　３相のコイル
　３０Ａ、３０Ｂ　コイルエンド部
　３０１　角線導体
　３１　スロット導体部
　３２　コイルエンド導体部
　３２Ａ　交錯用コイルエンド導体部
　３２１Ｕ　周方向一方側導体部分
　３２２Ｕ　周方向他方側導体部分
　３２１Ｖ　Ｖ相外周側導体部分
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　３２２Ｖ　Ｖ相内周側導体部分
　３２１Ｗ　周方向一方側導体部分
　３２２Ｗ　周方向他方側導体部分
　３２３　頂点部
　３２４　斜面部
　４Ａ、Ｂ、Ｃ　二巡波巻形状のコイル導体組
　４Ｕ、４Ｖ、４Ｗ　３相のコイル導体組
　４１　コイル導体部
　４１Ａ　第１コイル導体部
　４１Ｂ　第２コイル導体部
　４１Ｃ　第３コイル導体部
　４１Ｄ　第４コイル導体部
　４１１　接合用導体端部
　４１２　オフセット用導体端部
　Ｓ１、Ｓ２　スペース
　Ｌ　軸方向
　Ｌ１　軸方向一方側
　Ｌ２　軸方向他方側
　Ｒ　径方向
　Ｒ１　径方向外周側
　Ｒ２　径方向内周側
　Ｃ　周方向
　Ｃ１　周方向一方側
　Ｃ２　周方向他方側

【図１】 【図２】
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